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第 7 章では，第 6 章までを総括し，今後の課題について述べている。
論文審査の結果の要旨
都市ヒートアイランド現象が顕在化していることは多くの観測等により広く知られているが，都市の建物および建
物間の空間で構成される都市キャノピ一層の内部とその上空の大気環境層および都市の幾何学的構造との関係につい
ては，観測例は少なく，モデ、ル化についても不十分な点が多い。
本論文は，このような背景に基づいて，都市キャノピ一層での乱流生成と風速の減少および建物の蓄熱等の影響を
考慮、したモデルを開発し，都市の幾何学的構造と大気境界層の関係を感度解析により明らかにしている。さらに，こ
のモデルをメソスケールの地域大気環境予測モデルの環境条件として組み込み，広域的なスケールの大気環境に及ぼ
す都市の影響のモデル化を行っており，その成果の主要な点は以下の通りである。
(1) 都市の複雑な幾何学的構造が大気環境におよぽす影響を定量的に予測しうる都市キャノピ一層モデルを開発し，
都市の幾何学的構造を表すパラメータを変化させて行った感度解析により提案モデルの有用性を明らかにしてい
る。
(2) 都市キャノピ一層の存在により，風速が減少し，それに伴う乱流エネルギーの増大が起こり，日中はこの影響が
混合層高さまで達することを示している。また，夜間は建物の蓄熱効果により，都市キャノピ一層内の温度は下が
らず，ヒートアイランド現象を起こすことを明らかにしている。
(3) 都市キャノピ一層内の構造物の幾何学形状に関しては，建物による被覆度が大きい程，建物高さ方向の鉛直構造
が下に密な程，さらに都市キャノピ一層高さが高い程，風速の減衰は大きく，乱流エネルギーは増大し，温度が高
くなることを明らかにしている。
(4) 都市キャノピ一層モデルをメソスケールの地域大気環境予測モデルの境界条件として組み込み，大阪都市部を対
象とした計算を行った結果，都市キャノピ一層により風速の減少が起こり，その結果周辺の風速が増大するなど，
都市建物が周辺の大気環境に影響を与えることを明らかにしている。
以上のように本論文は，都市キャノピ一層の幾何学形状と周辺大気の風速，気温，乱流等の関係について多くの新
しい知見をもたらすとともに，メソスケールの地域大気環境予測モデルの境界条件として適用する新たな方法を提案
しており，都市気候学および環境工学に寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値のあるもの
と認める。
